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第95回 ライオンズクラブ国際協会

釜山国際大会釜山国際大会

　昨年の国際大会（アメリカ・シ

アトル）に参加すべく準備を整え

て出発を楽しみにしていた矢先、

韓国釜山
B E X C O

地区ガバナー

L.千葉龍二郎郎

第95回
釜山国際大会に
参加して

腰痛にて全てをキャンセル、治療

に専念しておりました。今でも残

念・無念の思いでおります。そし

て今年は第95回国際大会にガバ

ナー就任という大事な国際大会

に参加して参りました。

　2012-13年度ウェイン・A・マ

ディン国際会長のテーマである

「奉仕の世界」の元世界207ヶ国

750名にも及ぶガバナーエレク

トが集合、4日間のエレクトセミ

ナーは有意義なものであり、講師

の後藤隆一元国際理事に大変感

謝をしています。この1年間の任

務に対し改めて情熱を注ぐ覚悟
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をいたしました。又インターナ

ショナルパレードは国際大会の花

とでも言える盛大なものでした。

　我がJAPANチームは、今年国

際理事に立候補したL竹久一郎の

地元である徳島の阿波踊りを先

頭に白色で統一したハッピ姿は

観衆の大声援の中で大いにア

ピールしました。結果はユニホー

ム部門で1位又精度デモンスト

レーション・ユニットでも

JAPANチームは1位を獲得しL

竹久一郎も理事に当選と最良の

結果を受けました。

　開会式では会員とゲストを合

わせた登録者は過去最大の5万5

千人を超え、地元韓国登録者は3

万とも4万とも聞き韓国パワーに

びっくりさせられました。

　レセプションも華やかで

JAPANレセプションと、332-B

地区の夕べもL高橋前ガバナーが

準備をした焼肉店にB地区の面々

と大いに食べ大いに飲んでこれ

も又大盛会に終わり釜山での滞

在も最終へと進んで行きました。

閉会式での前国際会長ウィンク

ン・タムの前年度最大とも言える

植樹は100万本の目標に対して1

千3百21万1千本の実績となり有

終の美を飾り幕を閉じました。

　感動の13日間体調も崩す事も

なくB地区の会員皆さんと無事帰

国いたしました。

　参加していただいた会員及び

奥様方に感謝申し上げます。

▲インターナショナルパレードでの1コマ
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▲ガバナーエレクト夫人の観光ツアー

▲332-B地区3R1Zのメンバーと記念写真

▲複合地区ガバナーエレクトと記念写真

▲エレクトセミナーでの一コマ

▲大会式典でのガバナー夫妻

▲種市地区常任名誉顧問夫妻と
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　「この機は只今より着陸態勢に

入ります」

　アナウンスが流れ、窓からは街

並みも車の動きも見えだしたそ

の時・・・、ゴゴゴーと、もの凄い音

と共に急上昇した飛行機。そんな

ハプニングとも、手荒な歓迎とも

言える飛行機は、何事もなかった

かの様に釜山に到着致しました。

飛行機の恐怖を感じたのは私だ

けだったのかもしれません。

　私達一行は、水沢ＬＣ４名、胆

沢ＬＣ２名、前沢ＬＣ2名の総勢

８名の大移動でした。水沢→仙台

→福岡→釜山と渡り、世界大会最

終日の３日前に釜山市内に入り

ました。初日の夜は、明日からの

旅行の安全と成功を祈り“骨付き

カルビ”で祝宴をあげました。

　２日目は慶州観光に出かけま

したが、観光地でもホテルのエレ

ベーターでもコンビニでもＬＣ

メンバーばかりでした。世界各国

から５万人以上、日本からも４千

人ものＬＣメンバーが集まって

いるのに驚きを隠せませんでし

た。

　この日は千葉龍二郎ガバナー・

エレクト夫妻も一緒に観光され、

とても楽しい１日でありました。

夫妻は数日前から釜山入りして

いらしたので、私達の到着を待っ

て頂いた様子で、奥様曰く「主人

もみんなの顔を見れて、とても嬉

しそうでしたよ。」といって頂い

たのが、とても嬉しかったです。

　いよいよ世界大会最終日、世界

最大面積を誇る“釜山コンベン

ション・エキシビジョン・セン

ター”で行われました。会場はと

ても大きく、もの凄い人、人、

人・・・その規模と熱気に興奮しま

した。最終日は、中国障害者芸術

団の聴覚障害者による“千手観

音”の演舞から始まり、新国際会

長宣誓式、国際会長の言葉に続

き、いよいよ我らの千葉龍二郎ガ

バナーとしての宣誓をし、“エレ

クト”のリボンを外し、晴れて新

年度の地区ガバナーに就任しま

した。その時一人一人と入念に握

手を交わして頂きました。この瞬

間の為に釜山に来て良かったと

心底感動しました。

　私はＬＣに入会しまだ４年し

か経っておらず、ＬＣの事もよく

理解していない私が、まさか世界

大会に出席など考えてもいませ

んでした。地区ガバナー選出クラ

ブに入会出来たお陰です。

　今、自分がこの場に居られる幸

福に感謝しております。そしてこ

れからもその様な場に参加出来

る様に努めてまいりたいと思い

ます。

　ＬＣメンバーでまだ国際大会

へ参加されていない方へ、ぜひ一

度参加して頂くことをお勧め致

します。この感動を是非味わって

頂きたいと切に願います。会場の

アナウンスはもちろん英語での

進行でした。

　大会終了翌日は福岡空港まで

３０分たらずのフライトでした。

博多でのご苦労さん会は、４日ぶ

りに日本に着いた安心と釜山の

思い出話に花が咲き、とても楽し

い夜でした。

　最初から最後まで８名の団体

旅行も無事終了致しました。胆沢

ＬＣ、前沢ＬＣの皆様本当にあり

がとうございました。皆様本当に

ご苦労様でした。

L.伊藤 浩重
水沢LC「隋行記」感動と驚きの釜山国際大会

▲慶州大陵園（古墳公園）にて
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　2012～2013ライオンズクラ

ブ国際協会332-B地区第一回

キャビネット会議が、7月24日

（火）千葉ガバナーの地元奥州市

で開催されました。

　遠路地区内各地より集まって

いただいた役員皆様の帰路のこ

ともあり、会議の予定時間は一時

間半足らず、その中で膨大な量の

報告、そして審議とやや駆け足の

感はありましたが、テンポよく進

行されたと思います。

　審議に附された案件は下記の

通りですが、特にも第4号議案で

前年同様11のクラブを、東日本大

震災による被災クラブとして認

定し、又、第5議案でその11クラ

ブを支援すべく、今年度も地区・

複合会費等を地区が負担するこ

とが、全会一致で決せられたこと

をお知らせしておきます。

　ガバナーの指針が明示され、方

向性が確認しあえた会議となり

ました。今年度が実質スタートを

切ったわけです。震災復興支援を

はじめとする「ガバナー重点目

標」の着実な遂行に向けて、地区

アクティビティスローガンにあ

る「堅い絆」で頑張っていきま

しょう。

第1回キャビネット会議報告

8月11日（土）、ライオンズクラブ

国際協会332-B地区は被災した

沿岸の子供達に線香花火をプレ

ゼントしました。

▲子供と線香花火を楽しむ千葉ガバナー

希望の光
プロジェクト

▲委嘱状の交付式の様子

議 案 審 議

第1号議案

第2号議案

第3号議案

第4号議案

第5号議案

第6号議案

第7号議案

第8号議案

第9号議案

第10号議案

前年度地区ガバナー、キャビネット幹事、キャビネット会計に対する感謝決議について

第一副地区ガバナー、第二副地区ガバナー並びにゾーンチェアパーソンの活動費について

旅費規程（案）及び慶弔規定（案）について

東日本大震災332-B地区被災クラブについて

東日本大震災332-B地区被災クラブ地区会費・複合会費等負担について

地区会計予算（案）について

会計監査委員の承認について

取引銀行の承認について

アワードに関する地区ガバナーの方針について

国際大会及びアジアフォーラム参加促進について
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YE夏季来日生・ラウラさん、ガバナー表敬訪問
報告 ： 地区ＹCＥ副委員長　L.小野寺規夫

は第2ホストへの引継ぎの日でも

あり、第1ホストの佐藤英耕L.（水

沢中央LC）の家庭から第2ホスト

伊藤正敏L.（江刺岩手LC）の家庭

と引き継がれる。第1ホストの佐

藤L.から、「フィンランドは緯度

が高く涼しいところなので、日本

は非常に暑いと言っている。しか

し、日本の食べ物はおいしいと何

でも食べてくれるので心配あり

ません。」とあいさつ、また、あい

さつの中で第3ホストの高橋ウィ

チターさん（水沢LC）へは、「サ

マーキャンプの踊りのためにラ

ウラさんに浴衣をプレゼントし

たので、是非着せて踊らせていた

だきたい。」などとお願いがある

など、不安や期待が交錯する中に

も終始和やかな歓迎会となった。

　歓迎会終了後の記念撮影の後、

第2ホストへ引き継ぎ式が行われ

たが、第1ホスト家庭との別れを

惜しむ姿が印象的だった。

　夏季YE生受け入れは、昨年は

東日本大震災と福島第1原子力発

電所事故の影響で中止となった

が、今年は2年ぶりに、複合に3ヶ

国より4名のYE生を迎えること

ができた。

　当332-B地区は、フィンランド

より高校生17歳、ラウラ・マンニ

ネンさんを受け入れることにな

り、7月20日奥州市の「リサージュ

四季の抄」に於いて「ガバナー表

敬訪問並びに歓迎会」がキャビ

ネット役員、ホストクラブ、ホス

トファミリーなど受け入れ関係

者が一堂に会し開催された。

　昼食を交えての会は、出席者紹

介、地区YCE実行委員長のあいさ

つに引き続き、千葉ガバナーのあ

いさつ、記念品贈呈と行われた。

ガバナーから「フィンランドから

遠い日本へようこそおいでくだ

さいました。日本に来られてから

10日間になりますが、日本には少

しは慣れましたか。約1ヶ月間の

滞在ですが、東日本大震災や津波

のこと、世界遺産の平泉など日本

の文化を学んでほしい。」とあい

さつされると、来日生のラウラさ

んは、日本語を交え、英語で「日本

を大変好きです。日本のことを

しっかり学んで帰りたい。」など

とあいさつした。

　ラウラさんは7月10日に来日、

8月8日まで滞在の間、3ホストの

家庭にホームステイする。この日

▲第1ホスト佐藤英耕Lファミリーと
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　8月2日（木）3日（金）の二日間、

爽やかな北海道の青空の下、

331-A地区主催の大アクティビ

ティ、交流少年野球大会が開催さ

れました。

　この大会は、スポーツ（野球）を

通じて東日本大震災で被災した

地域の子供達と北海道の子供達

との交流を深め、被災地少年達に

勇気と希望を与え、共に乗り越え

られるよう、次世代を担う青少年

の育成に寄与することを目的に、

331-A地区が企画し、332-B地区、

332-C地区の各3チーム、計6チー

ム100人の規模で招待されたも

のでした。

　当地区からは、日程の長さも

あって、久慈の1チームだけしか

手が上がらず、急遽奥州市から2

チームの参加を得て、予定の「3

チーム遠征団」が出来上がりまし

た。

　C地区はまさに被災地、石巻・亘

理・七ヶ浜の3チームでしたが、全

員明るくはつらつとしたプレー

を見せてくれました。

　332-B地区からの34名の子供

達と22名の監督コーチ・父母応援

団からなる大遠征団は、8月1日午

後奥州市と久慈市をバスで出発

し、八戸港から夜10時シルバー

フェリーに乗船し、2日早朝苫小

牧港に到着しました。休む間もな

く、眠い目をこすりながら迎えの

バスに乗り込み、開会式の行われ

る長沼球場へ。大会を主管する長

沼LCは水沢LCとは姉妹クラブ

で長年の交流があるという不思

議なご縁でした。

　試合の間の昼食は、長沼名物の

ジンギスカン。もうもうと立ち上

がる煙の中に、子供達の友好の笑

顔が弾けていました。2日と3日、

2日間の親善試合を終えて、8月4

日は札幌・小樽観光ツアー。初夏

の北海道の空気をいっぱい吸い

込み、その夜帰りのフェリーに

乗って翌5日に無事帰着すること

ができました。

　小学生にとっては修学旅行よ

りも長い4泊5日、北の大地への大

旅行。「思い出に残る夏休み」なっ

たことでしょう。

　「絆・ともに頑張ろう」を大会

テーマとして、多岐にわたる準

備、そして遠征費の負担までして

戴いた331-A地区、主管として多

くの会員が奔走された長沼LCに

対して、心より御礼と感謝を申し

上げます。

　子供達にとって「最高のプレゼ

ント」になりました。

ライオンズクラブ国際協会３３１－A地区（北海道）主催

「絆・ともに頑張ろう」交流少年野球大会報告
報告 ： キャビネット幹事　L.小野寺宣文

▲長沼名物ジンギスカン昼食

▲緊張した様子の開会式

▲子供達との交流会
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槌の音
　3.11東日本大震災では当クラ

ブ会員の9名が自宅を流され、仮

設住宅や借家で不自由な生活を

していますし、職場やお店を流さ

れた会員も多くて、8割以上が被

害を受けている状況です。唯一、

会員に犠牲者が出なかったこと

は幸いなことでした。

　自らの自宅再建の問題や事業

の復旧などの様々な問題を抱え

ながら、ライオンズクラブの活動

をする一年だったと思いますが、

例年実施していた行事を他地区

クラブの協力を得ながら進める

ことが出来ました。また、合わせ

て被災者支援としての仮設住宅

への炊き出しや物資支援をする

ことが出来ました。

　例年、10月に青少年育成事業と

して盛川グランドでグランドゴ

ルフ大会を実施してきました。

チャリティーバザーでの収益金

を当クラブ内の中学校などに寄

付したり、小・中学生に参加して

いただき世代間交流をしたりで

楽しく大会をして来ました。

　昨年は10周年の記念大会でし

たが、震災で盛川グランドも流さ

れ、開催も危ぶまれましたが、ス

ポンサークラブである一関LC・

鈴木穂嘉実ZCをはじめ3R2Z内5

クラブの全面協力を頂き五葉温

泉にあるグランドで実施するこ

とが出来ました。3R2Z内5クラブ

には人的な協力や参加者200名

分の昼食手配などをして頂き感

謝、感謝でした。

 また、国際ボランティア団体

「オール・ハンズ」のメンバー5名

も参加し、海外のボランティアと

の交流もできました。

　後日には、ライオンズクラブよ

りグランドゴルフ協会に対して、

用具用の倉庫が寄贈されました。

　前三役はその後も養護施設「大

洋学園慰問餅つき大会」や夏には

出来なかった家族同伴例会など

を実施しましたが、それ以上の仕

事が各ライオンズクラブからの

被災者支援の日程や支援内容の

調整でありました。

　件数が多く、仕事よりも優先し

なければならなかった状態で、本

当に手際よく実施できたと思いま

す。そのことにより震災者の手助

けができ、各クラブが支援の目的

を果たすことが出来たのでした。

 今年度7月より私達が新三役とな

り、震災より1年4ヶ月が過ぎて各

会員も復興に向けて、店舗や事業

所を再開してきております。街の

中も瓦礫の撤去はほぼ済んできて

おり、それに合わせてあちらこち

らで建物が建ち始めており、復興

への槌音が高く響いております。

　8月4日には昨年は中止となっ

た大船渡夏祭り大会が、仮設商店

街や屋台村を中心に手踊りや花

火大会が実施されました。手踊り

には1,100人が参加、花火大会で

は露店で身動きできないほどの

人で溢れました。

　新年度の最初のアクティビ

ティが花火大会翌朝の清掃活動

で、沢山のごみの山の前で記念写

真を撮りましたが、着実に復興し

平時になってきています。でもま

だまだ支援を必要としている被

災者は多くおります。

　今後も微力ですが、被災者や地

域の復興の為になる活動を続け

て参りますので、ご協力をお願い

いたします。

復興への
『年間特集 第1回』

会　長

幹　事

会　計

会員数

結成日

チャーターナイト

例会日

例会場

金野　栄一

榊原　昌宏

小久保　通通（みちひで）

65名

1968.06.23

1969.04.27

【第2火曜日】18：00～20：00
【第4火曜日】18：30～20：00

大船渡市大船渡町字笹崎7-1、7-4
大船渡ライオンズクラブ例会場

4R2Z 大船渡ライオンズクラブ
事務所：大船渡市猪川町字久名畑86-5
TEL：0192-27-5272　FAX:0192-27-0567

▲国際ボランティア団体「オール・ハンズ」との交流 ▲養護施設「大洋学園慰問餅つき大会」

▲「赤崎寄席」終了後の記念写真 ▲楽しい家族同伴例会

会長 L.金野 栄一
大船渡LC
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仲間に感謝！
炎天下のサマーキャンプ報告

　332複合地区「サマーキャンプ

2012」が、奥州市で開催された。

東日本大震災の影響で、昨年の青

森開催が中止となり、当地区では

8年ぶりの開催であった。

　例年と比べ、来日生は4名（フィ

ンランド1・イタリア1・台湾2）と

少なかったが、準備してきた我々

としては、限られた日数の割には

来日生にとって充実したキャン

プを過ごすことができたのでは

と感じている。

　3日（金）昼食集合後開会式、そ

の後ユネスコの世界遺産に登録

された平泉の中尊寺、毛越寺を参

拝見学して奥州市の名刹正法寺

で座禅体験。ホテルに戻り、岩手

の郷土芸能を鑑賞しながらの歓

迎夕食会。来日生、学生ボラン

ティア、通訳を交えて意見交換を

行い第一日目終了。

　4日（土）は、早朝出発、大萱生

ZCが待つ大槌町の大念寺で、震

災直後からの貴重な体験談を聞

き、車で被災場所（市街地・旧町役

場・魚市場等）まで案内して頂い

た。鵜住居経由で釜石のレオクラ

ブ交流会会場（陸中海岸グランド

ホテル別館）に到着。昼食後、釜石

ライオンズの協力で、短い時間で

はあったがレオクラブメンバー

と来日生が意見交換し、記念に虎

舞グッズを頂いた。帰りに昨年前

髙橋晴彦ガバナー建立の、当地区

クラブメンバーの鎮魂の碑「友

愛」に献花をし、毛利ZC達の待つ

「さんりく道の駅」で合流、彼らの

案内で大船渡、陸前高田を経て、

夕方水沢に到着。「水沢ざっつぁ

▲水沢ざっつぁか祭に参加、ガバナーと記念写真

YCEサマーキャンプ
332複合地区

地区YCE・レオ・ライオネス委員長 L.佐藤一晶
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か祭り」に参加のため、急いで浴

衣に着替え、無事国際交流協会の

連に入った。約一時間、楽しく踊

り遅くなったが第二日目終了。

　5日（日）は、九時から閉会式。

キャンプ参加の体験発表を来日

生のスピーチで無事終了した。

　最後に、二泊三日、正味2日間の

ハードスケジュールのサマー

キャンプでしたが、参加して頂い

たライオン諸兄、特に沿岸地区の

メンバーには送迎案内までして

頂き感謝申し上げます。

▲奥州市内で開講式 ▲世界遺産「平泉」見学

▲郷土芸能に親しむ

▲釜石レオクラブとの交流

▲ライオンズクラブ慰霊碑にて

▲被災した大槌町役場を視察
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▲一関市立猿沢中学校でのセミナー風景

思春期のライフスキル教育プロ
グラムとは？青少年が「自尊心
の高い、責任感のある、自分も他
人も大切にする健康的な人物」
として成長する過程で必要なコ
ミュニケーションスキル、感情
のコントロールなどの「生きる
力」を体系的にカリキュラム化
したプログラムです。

ライオンズクエストは、子供の
心の闇を救う教育プログラム
で、人生で壁に突き当たったと
きに、乗り越えていく「生きる
力」を身につけることができる
スキルを学ぶものです。親子の
関係、先生と生徒の関係、友達同
士の人間関係の改善に有効な学
習です。

　ライオンズクエストのメン

バーのクエスト研修と生徒や先

生、保護者を巻き込んでのライフ

スキル教育プログラムの講演会

が大東岩手ライオンズクラブの

支援で7月29日に猿沢中学校体

育館で開催されました。このセミ

ナーには、生徒、保護者、教職員、

ライオンズメンバーを含めた70

名の参加者でした。セミナーの内

容は、聞き上手になるための3つ

のステップをロールプレイを参

考にして、良い聞き方、悪い聞き

方の例を実際に演じることに

よって、良い聞き手になるため

の、スキルをホップ、ステップ、

ジャンプの3段階で習得していく

授業を中心に実施しました。ホッ

プ、ステップ、ジャンプの3段階を

クリアした生徒もでてくるなど、

着実にスキルを獲得しているこ

とが確認されました。

親切

正直
責任感

勇気

他者の尊重

自分を律する

身体を大切にする

ボランティア精神

家族との絆

自尊心が高い！
責任感がある！
自分も他人も大切！

健康的！

自尊心が高い！
責任感がある！
自分も他人も大切！

健康的！

PTA講演会事業とクエストセミナーを
同時開催で大きな前進を!
PTA事業との合同で実施した猿沢中学校クエストセミナー

クエスト学校導入進化するライオンズ

　岩手の地にライオンズクエス

ト、「思春期のライフスキル教育」

プログラム事業を導入したのが、

2007年8月、クエストセミナーを

3リジョン1ゾーンの事業として

取り組んだのが第一歩でありま

した。

　奥州市で開催された第1回の

ワークショップ開催から、平泉、

陸前高田、釜石、大槌、盛岡、花巻、

北上とキャビネットの移動に合

わせながら、クエスト事業をキャ

ビネットの主要な事業として取

り組んでまいりました。今回前沢

ワークショップが開催され、講師

が外川澄子先生で、足立区の小学

校現職校長でもあり、小学校への

導入への大きな力となることは

まちがいありません。

　今回のワークショップは小学

校の先生方や養護教諭の先生、校

長先生も参加していただき、生徒

指導や学級経営に参考となるこ

とを多く学ぶことができました

と受講した先生方が話されてい

ました。

　校内型のワークショップも、大

宮中、花巻中、大野中、と開催して

まいりました。

　特筆すべきこととして、2011

年度には、文部科学省指定（生徒

指導）学校公開を花巻中学校が、

校長、副校長以下全員がワーク

ショップを受講していただき、ラ

イフスキルを活用した岩手県初

の学校公開をしていただいたこ

とは、この事業の大きな成果と考

えられます。

　現在使われている教科書は、小

学校高学年から高校生までの年

齢を対象としたものであり、小学

校の先生方から、低学年でも使え

る教材を開発してほしいとの要

望がでておりましたが、今回、小

学校1年生からのテキストが完成

いたしました。これによって、小

学校への導入も一段と加速する

ことが予想されます。

　ゾーン単位での校内型（学校単

位）でのワークショップの開催、

小、中、高等学校RTAを巻き込ん

だ思春期講演会の開催を目指し

て取り組みを強化していただき

たいものです。

▲講師の外川澄子先生をお迎えして ▲参加者によるワークショップの風景

2007年岩手に導入 中学校主体から小学校への普及も

前沢ワークショップ開催導入

地区アクティビティ・ライオンズクエスト委員長 L.髙橋俊一
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J u l y 　 A c t i v i t yJ u l y 　 A c t i v i t y
1R1Z

1R2Z

2R1Z

2R2Z

3R1Z

17日
30日
24日
23日
25日
28日
7日
11日
27日

26日
20日

5日
27日
29日
27日
27日

20日
23日
28日
3日
5日
6日
11日
19日
28日

7～8日
13日
25日
28日
28日

1、9、21、24、28、29日
28日
1日
18日
28日

28、29日

6月23日
6月30日

5日
8日
11日

11～17日
22日
25日

28～29日
6月21日

5日
5日
19日
28日

6月30日
3日
8日
28日
3日
8日
28日

7日
13日
20日

犯罪被害者等支援
岩手県青年海外協力隊を育てる会へ賛助会費拠出
LCIF＄1000献金
暴力団追放賛助金
盛岡南リーグ野球団被災地交流野球大会
LCIF＄1000献金
青少年健全育成標語コンクール
ひかりの箱募金
玉山区夏祭り協賛

献血推進活動
いわて被害者支援センター賛助会費拠出

二戸市ユネスコ協会総会
ライオンの森手入れ、焼走りマラソンコース清掃
岩手山焼走りマラソン全国大会協力
いわて被害者支援センター賛助会費拠出
岩手県青少年育成県民会議賛助金拠出

花巻リトルシニア講演会へ寄付
「わたしの主張」花巻大会
「わたぼうし祭」協力
「目の健康アドバイス」パンフレット配付
ＬＣＩＦ＄1000献金
献血推進活動
ＦＣ紫波ジュニア・東北大会出場支援
使用済み切手 4509枚、書き損じハガキ88枚送付
少年非行等防止合同パトロール
サマーキャンプin戸塚 協賛
社会を明るくする運動 街頭広報活動
献血推進活動
好地荘・松風園「夏まつり」
映画「グスコーブドリの伝記」上映会協力

花巻宵宮祭りパトロール
環境保全活動
第31回矢巾町子ども会交流ドッジボール大会
「矢巾町夏祭り」前の清掃奉仕
特養老人ホーム「カーサ南盛岡」夏祭り協力
第３６回矢巾町少年野球大会

LCIF＄1000献金
北上市小学校体験発表会
献血推進活動
花壇整備と清掃奉仕活動
北上レオクラブ活動支援
「目の健康アドバイス」パンフレット配付
北上レオと合同清掃奉仕活動
LCIF＄1000献金
北上市防犯少年少女球技大会
直接献血
献血推進活動
「目の健康アドバイス」パンフレット配付
花壇整備
第２２回北上少年少女防犯球技大会
社会を明るくする運動(小学生の体験発表）
献血推進活動
早朝清掃奉仕
北上市少年少女防犯球技大会後援
無人駅江釣子駅駅舎及び周辺の清掃
献血推進活動
北上市少年少女防犯球技大会

「水沢LC寄贈交通安全広告塔」清掃
LCIF＄1000献金
大通り公園清掃作業

盛岡LC
盛岡不来方LC
盛岡中津川LC
盛岡観武LC

玉山姫神LC

葛巻LC
二戸LC

花巻LC

石鳥谷LC

大迫早池峰LC
花巻東LC
東和猿ヶ石LC

北上LC

和賀LC

江釣子LC

江刺岩手LC

西根LC

北上国見LC

水沢LC

盛岡南LC

滝沢LC

岩手LC

安代LC

紫波LC

矢巾LC

大船渡LC

遠野LC

釜石LC

4R1Z

3R2Z

4R2Z

5R2Z

5R1Z

ライオネスクラブ

レオクラブ

15日
19日
1日
4日
17日
20日
28日
8日
14日
23日
26日

22日
26日
18日
3日
11日

2、4、10日
8日
20日
22日
18日
28日

13日
28日

14～16日
24日

13日
27日
28日

11日
11日
19日
22日

14日
3日
16日
20日
30日
26日

6月8日
14日
23日

6日

18日
19日
4日
20日
26日

22日

献血推進活動
特養老人ホーム「まえさわ苑」清掃奉仕
駒形神社清掃・安全祈願
JR水沢駅前広告塔の書き替え
水沢まちづくり運動協議会
駒形神社別宮塩釜神社奉納みちのく少年剣道大会協賛
ふれあいの森・緑のボランティア
東日本大震災復興支援 仮設住宅にカラオケセット贈呈
献血推進活動
使用済み切手 6000枚送付
奥州市小学校水泳記録会

献血推進活動
いわて被害者支援センターへ助成金
第６２回社会を明るくする運動
花いっぱい運動
ＬＣＩＦ＄1000献金
ＬＣＩＦ＄1000献金 ６件
献血推進活動
「藤の園」夏まつり
月一労力奉仕活動
スポーツ少年団「ヤンキース」全国大会出場支援
猊鼻渓畔清掃活動

献血推進活動
千厩夏祭りへの協賛
一関地方小学校女子ソフトボール大会の支援・後援
ソフトボールチーム「レッドウィングス」全国大会出場支援

薬物乱用防止講演会実施
室根高原クリーン作戦
「室根特養ハイツ夏祭り」協力

大船渡市老人クラブ連合会運動会 協力
ＹＣＥ生派遣
サッカー「ＦＣサン・アルタス大船渡」に支援金贈呈
大東岩手ＬＣ赤崎寄席に協力

自然公園クリーン作戦
国際交流協議会役員会総会
献血推進活動
久慈献血推進協議会総会
三船久蔵十段生誕記念碑建立事業
331Ａ地区交流野球大会参加「久慈ファイヤーズ」への激励金

保育園に配付のＴシャツ購入
自然公園クリーン作戦
「目の健康アドバイス」パンフレット配付

花壇の除草及び手入れ

ＬＬ奉仕活動
九州豪雨被害者支援物資調達
リサイクル品の回収
ＬＣＩＦ＄1000献金
使用済み切手1000枚送付

北上LCと合同清掃奉仕活動

前沢LC

一関LC

花泉LC

室根LC

水沢中央LC

金ケ崎LC

胆沢岩手LC

平泉LC

一関中央LC

一関厳美渓LC

大東岩手LC
東山LC
藤沢岩手LC
川崎岩手LC

陸前高田LC
住田LC

大船渡五葉LC

宮古岩手LC

久慈LC

田老LC

陸中宮古LC

田野畑LC
岩泉龍泉洞LC

釜石リアスLC
大槌LC
陸中山田LC

西根LS

盛岡LEO
早池峰LEO
石鳥谷LEO
北上LEO
一関二高LEO
釜石LEO

千厩LC
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「龍声」

「龍声」
雑感雑感

　今年の夏も猛暑が続きました。

会員の皆様とご家族の皆様には

ご健勝の事と思います。そして残

暑お見舞い申し上げます。

　四年に一度スポーツの祭典ロ

ンドン五輪に、世界各国から選手

が集い華々しく開幕しました。夜

中、明け方のテレビ観戦は少し大

変でしたが日本選手団にエール

を送り、楽しい17日間でした。日

本の得意競技の体操、水泳、卓球、

柔道、レスリング、サッカー（なで

しこジャパン）や陸上競技又何十

年ぶりのメダル獲得に喜び、寝不

足と日中の暑さになんとか耐え

る事が出来ました。

　オリンピックが開催される度

に感じる事はさすが世界のス

ポーツの祭典だなと思います。近

年の開会式はその国の歴史と文

化を表現し国民性をアピールす

るという、プログラムコーディ

ネーターは視聴者を十二分に楽

しめる内容に、感動を与えるに充

分でありました。

　国を代表した選手は、世界一の

金メダルを目指し全力を傾注し

ている姿を見ると、私も身の引き

締まる思いでした。オリンピック

に参加した選手に改めてエール

を送ります。

　さて、いよいよガバナーの公式

訪問が始まりました。8月24日の

1R1Zからスタートし地区内10

ゾーンを訪問いたします。最終訪

問地は私の所属する3R1Z（10月

2日）です。訪問では各クラブの会

員の一人でも多くの出合い又多

くのご意見をお聞かせいただき、

今後のライオンズ活動に役立た

せたいものと思っております。

ZCP始め各クラブの会長始め会

員の皆様どうぞ宜しくお願い致

します。

　私のガバナーとしての大きな

役割の1つに、改革する、改善す

る、変革する、革新すると多くの

言葉がありますが、是非皆さんと

一緒になり次世代の為今何を変

えたら良いのか、共に考えて行き

たいと願っております。

謹んでご冥福をお祈り申し上げます

訃 
報

L.千葉 龍二郎
地区ガバナー

故 L.村上 勝郎
（盛岡観武LC）享年74歳

1977年5月入会  7月4日逝去

会員動向

クラブ名 会員名（新入／再入／転入）

クラブ名 会員名（新入／再入／転入） クラブ名 会員名（新入／再入／転入）

7月　新入会員一覧

中 村 富 雄
柳 　 邦 夫
栃丸 美智子
小野寺 平信
多 田 　 貢
橘 　 冨 雄

盛岡南LC

盛岡不来方LC
盛岡中津川LC

花巻LC
紫波LC

梅 津 益 子
菊 池 　 伸
太 田 　 敬
増 間 　 崇
水 本 　 孝
木 村 道 之
田 鎖 　 浩
伊 藤 栄 樹
梅 木 正 幸
後 藤 芳 晴

大迫早池峰LC

矢巾LC

花巻東LC

北上LC
和賀LC

北上国見LC

髙 橋 英 博
髙 橋 史 頼
菊 地 浩 世
菅 原 新 治
柳 川 　 強
鈴 木 義 則
星 野 義 雄
松本 恵美子
藤 沢 信 雄
吉 川 大 輔
浅 利 　 稔
大 桃 　 武
勝 浦 伸 行
菊 池 誠 治
鈴 木 勝 司
中 島 ナ ミ

江釣子LC

水沢中央LC

水沢LC

金ケ崎LC
胆沢岩手LC
一関LC

一関中央LC

大東岩手LC
川崎岩手LC
陸中宮古LC

奥 地 宮 志
畑 山 正 明
菊 地 秀 晃
菊 池 清 見

田野畑LC

釜石LC
遠野LC

菊 池 末 子
佐々木 チイ子
佐々木 房子
佐々木 睦美
高 橋 と も

釜石リアスLC

7月　LCIF1000ドル献金者
クラブ名 回数

10
3
7
20
3
1
19
9
1
1
23
7
19
3

会員氏名
鈴 木 昇 吾
菅 野 巳 継
佐々木　 弘
山 田 信 雄
芦 萱 敬 一
鈴 木 勝 則
佐 藤 　 正
猿 舘 伸 俊
中 里 暉 基
菊 池 進 一
中 村 好 雄
千葉 龍二郎
佐 藤 誠 之
沼 田 　 功

一関中央LC

盛岡中津川LC
盛岡南LC
紫波LC

水沢LC
花泉LC
遠野LC

北上LC
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Photo

千厩LC

献血推進活動

大通り公園清掃 室根高原クリーン作戦

カラオケセット贈呈マラソンコース清掃

大東岩手LC

ソフトボール大会支援

岩手LC

献血推進活動

水沢中央LC

駒形神社清掃・安全祈願

北上LC

花壇整備

住田LC

「ライオンの森」草刈作業 献血推進活動 薬物乱用防止講演会実施

江刺岩手LC 室根LC

西根LC 金ケ崎LC

川崎岩手LC紫波LC

広報副委員長　L.平澤真樹

7月のアクティビティ

表紙の説明 ： 水沢ざっつぁかまつり
昭和51年42歳厄年連「進友会」の踊りを旧水沢市に寄贈したのを機に、「水沢
ざっつぁかまつり」が開催され、地元水沢の夏の風物詩として今に至っている。
表紙は今年度東北地区で受け入れた台湾とイタリアからのYCE来日生がサマ
ーキャンプの最終日、飛び入りで参加した様子である。　※「ざっつぁか…手早
く、手ぎわよく」

　今期キャビネットの初号となった7月号では、不慣
れ・未熟さもあって大苦戦を経ての発行となりまし
たが、8月号からはその反省を活かしつつ、順調な
流れを築いてゆけるのではないか…と、高を括って
いたものの、そうは問屋が卸してはくれず、今回もま
た締め切りに追いまくられながらの薄氷の編集作業
となってしまいました。
　この有り様では当分、スムーズにスマートな編集・
発行は望めそうにありませんが、今後は「編集には
苦難はつきもの…」と考え方を変え、残り10号分も
締め切りと格闘してゆく覚悟を決めたところです。
　こんな広報委員会ではありますが、あと10ヶ月や
さしく見守って頂ければ幸いに存じます。


